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１．はじめに 

コンクリートに使用する骨材の需要量は約 264 百

万 t(2015 年度)であり 1)，骨材供給量のうち約 7 割

を砕石が占めている．耐震性能の向上に伴う配筋の

緻密化もあり，供給される粗骨材の最大寸法 Gmax.は

25mm から 20mm に，要求されるスランプも高めにな

ってきている．そこで本研究では，Gmax.20mmの砕石

を使用するAEコンクリートの暫定配合について学生

実験を通して検討した． 

２．配合 

表-1 に配合条件と使用材料を示す．今回採用した

配合条件では，参考図書 2)3)に準拠して算出した単位

水量が，示方書の推奨する上限値 175kg/m³を超える

値となる．そこで，単位水量が推奨値を超える配合

（Ａシリーズ）と、単位水量を 175kg/m³に固定して

高性能 AE減水剤を使用する配合（Ｂシリーズ）につ

いて比較検討した．Ｂシリーズでは，単位水量を固定

することで，①：単位粗骨材量をＡシリーズと同じと

する配合と，②：s/aをＡシリーズと同じにする配合

の２通りが．先ず考えられる．今回は単位ペースト量

の減少による施工性への影響を抑えることを考え①

の方法を採用した．なお，AE減水剤と高性能 AE減水

剤は消泡剤を用いて非空気連行にして，AE 剤を併用

した． 

 表-2 に配合表を示す．W=186kg/m³の配合をＡシリ

ーズ，W=175kg/m³の配合をＢシリーズと称する．単位

水量の違いによるフレッシュ性状と強度特性の比較

から，暫定配合について考察するため，化学混和剤の

使用量は統一した． 

３．試験項目  

 フレッシュ試験についてはスランプ試験，空気量

試験，単位容積質量試験を行った．また，圧縮強度試

験，静弾性係数試験は，φ100×200mmの円柱供試体を 

 

 

 

表-1 配合条件と使用材料 

表-2 配合表 

 

各配合ともに 6 本作製した．試験材齢は 28 日と 91

日とした．割裂引張強度試験は，φ150×200mmの円柱

供試体を各配合に 2本作製した．試験材齢は 28日と

した．曲げ強度試験は，100×100×400mmの曲げ供試体 
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を各配合に 2 本作製した．試験材齢は 28 日とした．

供試体は全て標準養生を行った． 

４．試験結果  

表-3 に試験結果を示す．時間に制約のある学生実

験のため，スランプや空気量が目標範囲内に収まら

ない場合も，材料分離せずに供試体作製に不具合が

無い場合は試料を適合として採用した． 

4.1フレッシュ試験結果 Ａシリーズは，Ｂと比較し

てスランプが大きい傾向が見られた．Ｂ－１の配合

を除き目標スランプ値の範囲に収まった．空気量は

目標空気量の範囲を超えた配合があった．今回採用

した配合では材料分離は見られず，また，供試体作製

においても，施工性は問題ないことが分かった． 

4.2 硬化コンクリートの物性 空気量の差異が最大

で 2.8%あるが，今回は補正前の試験結果で考察した． 

圧縮強度試験結果から，材齢 28 日から材齢 91 日

までにいずれのシリーズでも約 14～15%の強度増進

が確認された．表-1 に示す強度予測式と比較して，

Ａシリーズの近似式は f’c ＝ 27.7×C/W －12.4（決

定係数：0.9986）となり傾きはほぼ同じ，Ｂシリーズ

は f’c ＝ 17.2×C/W ＋7.2（決定係数：0.9966）と傾

きは小さな値となった．ただし，いずれの式も決定係

数が非常に高いことから，今回採用した単位粗骨材

を固定することで算定する暫定配合は短期強度の観

点からは問題ないことが実験から明らかとなった． 

静弾性係数試験結果からは，両シリーズとも圧縮

強度の大小関係と静弾性係数の大小関係の傾向に相

関性は確認できない結果となった．相関性が見られ

ない要因に関しては，今回の結果だけでは考察でき

ず，更なる実験データが必要と言える． 

 

引張強度試験結果と曲げ強度試験結果から，両シ

リーズの引張強度の圧縮強度比や曲げ強度の圧縮強

度比は，一般的な比率より大きな値となった． 

圧縮強度に対する静弾性係数，割裂引張強度，曲げ

強度の相関関係が，一般的に認識されている傾向に

比べて差異が生じた要因には，空気量の差異や，従事

者が実験に不慣れであることなどが挙げられる．  

５．まとめ  

 参考図書に従って算出した単位水量が土木の推奨

値を超える場合の暫定配合の算定方法を検討した．

フレッシュコンクリートの制御は，試験練りによる

細骨材率や化学混和剤の修正により可能と判断され

る．また，材齢 28日，91日の圧縮強度は，単位水量

186kg/m³のＡシリーズの配合と同程度の値が得られ

た．したがって，本研究で採用した単位粗骨材量を固

定することで算出する暫定配合の設計方法は，学生

実験でも有効と言えよう．  

 今後は，s/aを固定した②配合や，単位水量のさら

なる低減などの検討を進めることで，Gmax.20mm以下

の粗骨材の使用する目安となる暫定配合の設計手法

が構築されると考える． 
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